
会計名 平成 29 年度予算額 平成 28 年度予算額 比較
伸び率
（％）

一般会計 188 億 5,470 万円 190 億円 △ 1 億 4,530 万円 △ 0.8

集中管理特別会計 35 億 6,588 万 9 千円 39 億 7,100 万円 △ 4 億 511 万 1 千円 △ 10.2

下水道事業特別会計 7 億 5,780 万 1 千円 7 億 4,830 万円 950 万 1 千円 1.3

集落排水事業特別会計 3 億 7,535 万 6 千円 3 億 4,370 万円 3,165 万 6 千円 9.2

浄化槽事業特別会計 9,501 万 5 千円 8,180 万円 1,321 万 5 千円 16.2

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

36 億 8,850 万 4 千円 38 億 5,500 万円 △ 1 億 6,649 万 6 千円 △ 4.3

国民健康保険特別会計
（田沢診療施設勘定）

2,433 万 2 千円 2,850 万円 △ 416 万 8 千円 △ 14.6

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

9,690 万 2 千円 1 億円 △ 309 万 8 千円 △ 3.1

後期高齢者医療特別会計 2 億 8,850 万 7 千円 3 億 50 万円 △ 1,199 万 3 千円 △ 4.0

介護保険特別会計 4 億 5,387 万 3 千円 4 億 5,240 万円 147 万 3 千円 0.3

生保内財産区特別会計 7,349 万円 6,240 万円 1,109 万円 17.8

田沢財産区特別会計 3,400 万円 2,900 万円 500 万円 17.2

雲沢財産区特別会計 399 万 1 千円 340 万円 59 万 1 千円 17.4

簡易水道事業特別会計 ― 7 億 3,600 万円 △ 7 億 3,600 万円 △ 100.0

病院事業会計 56 億 5,386 万 2 千円 79 億 3,936 万 2 千円 △ 22 億 8,550 万円 △ 28.8

温泉事業会計 7,766 万 9 千円 2 億 2,192 万円 △ 1 億 4,425 万 1 千円 △ 65.0

水道事業会計 11 億 3,641 万 3 千円 9 億 3,971 万 1 千円 1 億 9,670 万 2 千円 20.9

合計 351 億 8,030 万 4 千円 388 億 1,299 万 3 千円 △ 36 億 3,268 万 9 千円 △ 9.4

会計別予算総括表

歳入

歳出（性質別）

仙北市の予算平成29年度

　平成 29 年度当初予算については、国の「経済・財政再生計画」に基づく本格的な歳出改革への取組みを推進する方
針を受け、引き続き公債費負担の計画的な縮減、自主財源の確保に努める一方で「仙北市総合戦略」と「第 2 次仙北市
総合計画」に掲げる目標達成に向けた積極的な編成としています。また、これまで補正予算対応としていた除排雪経費
について当初予算に計上した上で、一般会計では、前年度比1億4,530万円の減となる188億5,470万円の予算規模となっ
ています。
　なお、国の補正予算に対応し関連事業を先行して実施するための予算を平成 28 年度補正予算として提案しており、
当初予算と併せて展開していきます。

一般会計歳入・歳出内訳
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区分 平成 29 年度予算額
前年比較

増減率（％）
人件費 29 億 7,338 万 7 千円 △ 9.3
物件費 32 億 3,189 万 9 千円 2.7
維持補修費 4 億 3,994 万 9 千円 541.6
扶助費 22 億 5,161 万 1 千円 △ 1.4
補助費等 29 億 6,381 万 6 千円 5.5
普通建設事業費 17 億 8,289 万 8 千円 △ 12.8
災害復旧事業費 3 千円 0.0
公債費 21 億 8,865 万 6 千円 △ 6.0
積立金 2 億 8,347 万 7 千円 21.3
投資及び出資金 1 億 2,401 万 5 千円 △ 3.0
貸付金 4 億 240 万円 1.7
繰出金 21 億 8,118 万 9 千円 △ 3.3
予備費 3,140 万円 4.7

合計 188 億 5,470 万円 △ 0.8

平成 29 年度市の予算総額

351億 8,030 万 4 千円

（前年度比　9.4% 減）

一般会計

特別会計

企業会計

188 億 5,470 万円

94 億 5,766 万円

68 億 6,794 万 4 千円
一般会計当初予算　性質別歳出内訳
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依存財源自主財源

市税
25 億
4,797 万 7 千円

（13.5％）

人件費
29億
7,338万7千円
（15.8％）

物件費・
維持補修費

36億7,184万8千円
（19.4％）

その他
38億510万8千円

（20.2％）

扶助費
22 億
5,161万1千円
（11.9％）

公債費
21億
8,865万6千円
（11.6％）

繰出金
21億
8,118万9千円

（11.6％）

地方交付税
85 億円

（45.1％）

使用料及び手数料
2 億 8,721 万 2 千円

（1.5％）

繰入金
10 億 825 万 7 千円

（5.4％）

諸収入
7 億 4,201 万 7 千円

（3.9％）
その他
1億6,205万5千円（0.8％）

譲与税・交付金
6億4,570万2千円（3.4％）

普通建設事業費等
17 億 8,290 万 1 千円

（9.5％）

国庫支出金
17 億 366 万 1 千円

（9.0％）

県支出金
10 億 6,321 万 9 千円

（5.7％）

市債
21 億 9,460 万円

（11.7％）
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